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６
月
４
日
第
８４
回
全
国
市
長
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
出
席
中
の
安
倍
首
相
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。「
地
方
の
活
性
化
は
安
倍
内

閣
の
最
重
要
テ
ー
マ
。
国
民
が
安
心
し
て
元
気
な
地
方
を

創
っ
て
い
け
る
取
り
組
み
が
肝
心
で
あ
り
、
新
た
な
仕
組

み
の
制
度
法
案
も
必
要
に
な
る
。
人
口
減
少
社
会
対
応
の

た
め
に
第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
を
始
め
た
。
や
れ
ば

で
き
る
と
実
感
で
き
る
、
地
方
に
根
差
し
た
施
策
を
支
援

し
ま
す
」
と
い
う
旨
の
力
強
い
祝
辞
で
す
。
ま
さ
に
日
本

の
地
方
の
元
気
回
復
・
振
興
こ
そ
最
重
要
課
題
で
す
。

　

今
回
の
総
会
で
、
私
は
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
の
現
状
や
地
方
の
生
の
声
を
国
の
あ
ら
ゆ
る
政
策

面
に
届
け
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
役

職
就
任
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
激
励
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。
多
久
市
勢
発
展
の
た
め
は
も
と
よ
り
、
多
久
を

起
点
に
、
地
方
の
進
展
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
施

策
に
よ
る
未
来
創
造
の
改
革
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
向
上
、
長
寿
健
康
社
会
の
福
祉
、
人
口
対
策
と
地

域
経
済
振
興
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

総
会
の
後
に
は
、
早
速
、
首
相
官
邸
に
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
を
訪
ね
、
政
府
へ
の
政
策
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
教
育
再
生
首
長
会
議
、
番
号
創
国
推
進
協
議

会
な
ど
、
新
た
な
首
長
連
携
も
推
進
中
で
す
。
副
会
長
の

職
責
の
効
果
を
多
久
に
も
た
ら
す
べ
く
努
力
し
ま
す
。

　

そ
し
て
暦
は
７
月
で
す
。
こ
の
数
年
に
大
雨
の
月
で
、

豪
雨
、
熱
中
症
が
気
に
な
る
季
節
で
す
。
健
康
や
気
象
情

報
に
留
意
さ
れ
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

さ
ら
に
地
方
の
発
展
の
た
め
に

市
長
　
横
尾
俊
彦

　

医
薬
品
や
生
活
用
品
、
化
粧
品
等

の
仕
分
け
お
よ
び
配
送
業
務
を
担
う

『
株
式
会
社
日
立
物
流
』
と
多
久
市
と

の
進
出
協
定
締
結
式
を
、５
月
２９
日
、

市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
進
出
先
は
、
東
多
久
町
の

旧
シ
オ
タ
ニ
跡
地
で
、
既
存
建
物
の

一
角
に
配
送
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
６

月
７
日
に
稼
働
を
開
始
。
県
内
外
で

店
舗
展
開
し
て
い
る
流
通
小
売
業
の

企
業
を
相
手
先
と
し
て
、
１
日
あ
た

り
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
換
算
で
４０
台
程

度
の
取
扱
量
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
横
尾
市
長
が
「
九

州
西
部
方
面
の
物
流
の
一
端
を
担
う

拠
点
と
し
て
多
久
を
選
定
い
た
だ
き

大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。
物
流
ノ
ウ

ハ
ウ
を
長
年
蓄
積
さ
れ
て
い
る
御
社
の

強
み
を
発
揮
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

株
式
会
社
日
立
物
流
九
州
地
区
営
業

本
部
長
の
宮み
や

下し
た

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
は
「
シ
ス
テ

ム
物
流
を
中
心
に
展
開
し
て
お
り
、
佐

賀
県
内
で
は
７
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

佐
賀
・
長
崎
地
区
の
配
送
拠
点
と
し

て
、
地
域
活
性
化
の
一
翼
に
な
れ
れ

ば
」と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

多
久
市
青
少
年
育
成
市
民
大
会
・
多
久
市
少
年
の
主
張

発
表
会
（
多
久
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
・
多
久
市
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）が
6
月
21
日
に
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
育
成
市
民
大
会
で
は
、1
団
体
と
9
人
に
対
し
、

青
少
年
育
成
へ
の
長
年
の
功
績
を
称
え
、表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
主
催
者
に
よ
る
大
会
宣
言
（
案
）
が
提
案
さ
れ
る

と
満
場
一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体　

西
渓
小
学
校　

腰
鼓
隊

個
人　

熊
谷
勝
彦（
東
多
久
町
）　

中
島
國
孝（
多
久
町
）

　
　
　

合
六
芳
尚（
東
多
久
町
）　

石
丸
德
司（
北
多
久
町
）

　
　
　

上
瀧
賢
治（
東
多
久
町
）　

吉
井　

忠（
北
多
久
町
）

　
　
　

伊
川
照
明（
南
多
久
町
）　

小
池　

榮（
北
多
久
町
）

　
　
　

中
島

信（
多
久
町
）�

※
敬
称
略

　

多
久
市
少
年
の
主
張
発
表
会
で
は
、
小
学
生
10
人
、
中

学
生
6
人
が
、
将
来
の
夢
や
命
の
大
切
さ
、
環
境
問
題
な

ど
を
凜
と
し
た
表
情
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
講
評
で
は
、
中
川
正
博
教
育
長
が
「
夢
・
命
・

自
然
な
ど
、
前
向
き
な
強
い
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。
今
日

の
思
い
を
し
っ
か
り
持
ち
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

し
っ
か
り
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
兼
ね
て
講
評
し

ま
し
た
。

　

発
表
会
の
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
優
秀
賞
〉

　

中
尾
圭
太（
中
央
校
6
年
）

　

中
山
雄
稀（
東
部
校
6
年
）

　

草
場　

寮（
中
央
校
9
年
）

　

森
田
有
紀（
中
央
校
9
年
）

�

※
敬
称
略

　

株
式
会
社　

日
立
物
流
進
出
協
定
締
結
式

　

平
成
２６
年
度
青
少
年
育
成
市
民
大
会
・
第
３３
回
多
久
市
少
年
の
主
張
発
表
会

九
州
西
部
地
区
の
一
端
を
担
う
物
流
拠
点
に

「
よ
か
っ
た
」「
わ
か
っ
た
」「
が
ん
ば
っ
た
」
感
動
体
験
や
将
来
の
夢
を
発
表
！

▲�進出協定締結式の様子

▲�発表を終えてみんな
で記念撮影の様子

▲�協定書にサインする
　横尾市長（写真左）
　と宮下本部長（写真右）


